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 重要なお知らせ  
MSN コミュニティ サービスは、2009 年 2 月をもちまして終了させていただきます。MSN のオンライン コミュニティ パートナーである Multiply にコミュニティを
移行できます。詳細については、こちらをご覧ください。  
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たとえば、正準量子化法について。 
  
  

質点の古典力学を量子化して得られる理論、つまり量子力学は、 

程々に実験観測事実を上手く説明します。 
  
  

他方、ディラック場や電磁場といった古典場を量子化して得られる理論、 

つまり場の量子論も、 

実験観測事実をますます上手く説明します。 
  
  

なぜでしょうか？ 
  
  

理論を作る手続きではなく、 

それに依ろうと依るまいと作られた理論だけが、 

物理的意味を持つはずなのではないのでしょうか？ 
  
  

しかし、同じ手続きに従って作られた複数の理論が、 

どれもマトモだとすると、 

理論を作るその手続き自体が何らかの物理的実在性を持つのではないか、 

という疑問を持たざるを得ません。 
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